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里山資源保全学分野 柴田 昌三

フィールド科学教育研究センターでは、森里海連環学を実践す

る場として、京都府由良川、高知県仁淀川、和歌山県古座川など

の流域を対象にして、調査研究を行ってきました。特に、由良川

と仁淀川に関しては、最も重要な流域として捉え、この二流域を

対象とした調査研究を、京都大学の概算要求（連携融合事業）プ

ロジェクトとして認めてもらうために申請を続けてきました。そ

の結果、二年越しの努力を経て、平成２１年度から五年間にわたっ

て予算が付くことが決定されました。本プロジェクトの正式な名

称は「森里海連環学による地域循環木文化社会創出事業」といい

ます。昨年１２月に開催されたキックオフミーティングで、この事

業の略称は「木文化プロジェクト」とすることにしました。

本プロジェクトは、日本の生態系の荒廃の根本的な原因の一つ

が森林の管理不足に起因すると考え、大規模な森林管理を行うこ

とによって、周辺の森林生態系や河川生態系にどのような影響を

及ぼすのか、あるいはその影響は中流域から河口、沿岸域に至る

下流に向かってどの程度及ぼされるものなのか、また、どのよう

にこれらの生態系は改善されるのか、を知ろうとするものです。

また同時に、管理によって産み出される木質資源の利用過程を追

跡し、その結果に基づいて、より効率的な資源利用を検討するほ

か、そのような活動が流域に住む方々の意識にどのような影響を

与えるのか、といった人文社会学的な解析も行うことによって、

自然科学、人文社会科学の両面から新たな「木文化社会」の創出

を提案しよう、というものです。このような壮大なプロジェクト

ですので、もちろん、予算がつく五年間ですべてが解明できるも

のではありませんが、そのための礎を最初の五年間で築きたいと

考えています。

皆様のご理解とご協力をお願いいたします。

海域陸域統合管理学研究部門 佐藤 真行

今年度、京都大学フィールド研は、神戸大学大学院海事科学研

究科と合同で２回の市民公開講座を企画しています。その第１回

目が、２００９年１月３１日、メルパルク京都にて開催されました。第

１回目のテーマは、「海上輸送と生物多様性」。海域における人間

行動として、特に船舶による物資の輸送に着目し、それがいかに

海洋の生物多様性に影響を与えているかについて、神戸大学の三

村治夫教授、奈良大学の岩崎敬二教授から、市民にもわかりやす

く、面白い講演をいただきました。会場にはおよそ８０名の参加者

が集まりました。

「船舶バラスト水問題」と題する三村教授の講演では、貨物輸

送に伴って実に多くの生物が越境移動している実態、そしてその

中には繁殖性の強い生物種や有害生物種が含まれており、海洋生

態系の破壊や伝染性疾病の発生など様々な害が現実に発生してい

ることが指摘されました。その上で、バラスト水殺菌に関する新

技術の可能性などに基づいて、今後の国際条約のあり方を含めて

今後どのような対策をとるべきかが議論されました。

岩崎教授の講演「密航する海の生物たち」では、日本でも経済

の物流の増加とともに、外来海洋生物が指数関数的に増加してき

ていることが示され、

いくつかの種を取り上

げて、図・写真・デー

タを使って具体的な被

害や問題、今後の動態

予測などが詳しく紹介

されました。そして、

問題を解決する上で本

来重要な役割を果たす

木文化プロジェクト
平成２１年度より本格的に始動！

２００８年度日本財団寄附講座

京都大学・神戸大学合同市民公開講座 『人と海のかかわり』
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べき行政について、いわゆる縦割りの性質が対策を遅らせる一因

になっていることや、法的な規制対象が不十分であることなどと

いった、具体的な課題が明らかとなりました。

二つの講演を受けて、神戸大学の石田廣史教授、フィールド研

の山下洋教授がパネリストとして加わり、フィールド研の向井宏

特任教授の司会で総合討論がもたれました。パネリストの議論だ

けでなく、会場からもたくさんの質疑が呈せられ、活発で有意義

な議論が展開されました。そこでは船舶の塗装などに使う化学物

質の問題など発展的な議題にも広がっていきました。本市民公開

講座の第二回目（３月１４日開催）は「河川・海洋における化学物

質の管理」というトピックで行われるため、次回につながるとい

う意味でも非常に有意義な総合討論となりました。

アンケート調査によれば、参加者の方々に総じて高い満足を得

ていただけました。もっと話を聞きたい、知りたい、という積極

的な方もたくさんいらっしゃいました。こうした期待や要望に応

えながら、今後も市民公開講座を続けて参ります。

鳥獣保護と有害捕獲
森林資源管理学分野 吉岡 崇仁

芦生研究林は、京都府北東部の南丹市に位置し、面積は約４２平

方キロメートルある、フィールド研で最も広い研究林です。スギ・

ヒノキの人工林もありますが、大半は天然性林で覆われ、森林科

学の教育・研究の場として活用されているほか、小・中学生や一

般の方の体験学習の場、さらには、ガイド・ツアーの場として、

年間１万人を越える利用があります。現在の研究林内は、特に渓

流沿いなどは、広々としてとても歩きやすく快適です。ところが、

１９９０年代後半までは、すぐ前を歩く人の姿も見失うくらいに、サ

サや下草などが生い茂っていました。

研究林内で植物が衰退する原因としては、ニホンジカが好まな

い植物が残っていることなどから、シカによる食害があげられて

います。国内の広い範囲でシカ食害が見られるようになってきて

います。シカによる食害は、研究林周辺の地域にも広がっており、

地元ではシカが害獣のひとつと見なされているようです。２００６年

から始まった「芦生生物相保全プロジェクト」や２００８年にフィー

ルド研が開始したシカ排除実験による植物相の変化を見ても、シ

カによる食害が芦生研究林での植物衰退の原因として大きいこと

が分かります。写真は、長治谷に設置したシカ排除実験地を写し

たものですが、シカ防除柵の内側（写真１）は外側（写真２）に

比べて、明らかに植物の種類と量が多いことが分かりました。ま

た、外側にはシカの糞が見られています。

芦生研究林の４割にあたる約１７平方キロメートルは、京都府の

鳥獣保護区として設定されています。しかし地元では農作物や造

林地への被害の大きさから、シカは害獣と見なされています。

２００８年に設定期間が終了することから、鳥獣保護区として再設定

するか否か、厳しいやり取りが研究林を含めた当事者間でありま

した。その結果、新たに１０年間の鳥獣保護区の設定が承認される

一方で、芦生地域有害鳥獣対策協議会を設置して、研究林内での

ニホンジカに限定し

た有害捕獲を実施す

ることになりました。

「保護しながら捕獲

する」という矛盾を

抱えています。当事

者としてのフィール

ド研・芦生研究林の

役割は、有害捕獲の

効果をシカ排除実験

などで確認し、シカ

の適正密度管理と植

物の保全とのバラン

スに科学的根拠を持

たせ、協議会での議

論を客観的に進めら

れるよう努力するこ

とにあると考えてい

ます。

こどもの森、大人の森？
森林生態保全学分野 �地 直子

人間は、赤ん坊として生まれ、こどもになり、大人になってい

きます。また、木も種子から芽が出て、幼木になり、大きくなり

樹冠をひろげてゆきます。では、木が集まってまわりの環境とと

もに形づくる森はどうでしょうか？個体としての木が成長し、ま

わりの木々とともになんとか森と認識できる“こどもの森”とな

り、さらにうっそうとした“大人の森”になっていくのにどのよ

うな経過をたどるのでしょう？“大人の森”になる過程は、樹種

が同じならどの森も同じなのでしょうか？森の時間は研究期間

（私たちの寿命？）に比べて長く、ゆっくりしたものなので、ま

だまだわかっていないことが多いのです。

“時間”の問題を解決する手段として、林齢のちがういくつか

の森を、比較する方法があります。気象・地質・地形条件が似て

いると仮定できる場所で、森ができてからの時間（林齢）だけが

違う森を比較することによって、“時間（歳）”の影響を調べるの

です。写真は、尾根を境に違う年に植えられたいくつもの林齢の

（写真１）シカ防除柵の内側

（写真２）シカ防除柵の外側

研究ノート・トピックス
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異なる森林です。手前にくるほど年をとっています。実際は歳の

違う森が並んでいるのですが、まるで“こども”から“大人”に

成長していく過程のように、つまり、木としてだけではなく森と

しても成長していく様子を示しているようにみえます。

では、森の中身はどうなっているのでしょうか？人間は身体の

中の様子を知るために、人間ドックなどで尿検査などを行います。

それに対して、森では尿検査のかわりに森からでてくる川の水を

調べることでいろいろなことがわかります。森の中で起こってい

る様々なことを反映して水質が形成されるからです。

例えば、伐採されてすぐの若い森からでる川の水には硝酸など

の養分がたくさん含まれていますが、森が大きくなるにつれてそ

の濃度は下がりました。このような、森の年齢と川の水質との関

係は、いくつもの違う森でもいつも同じような関係が得られまし

た。つまり、違う森でも同じ経過をたどって大きくなる、言い換

えれば、木という個体としてだけでなく、森や林もひとつの生態

系としてもこどもから大人へと同じ過程をたどるということが推

察されました。多くの生き物からなる地球をひとつの生物（シス

テム）のように考えることがありますが、そんなことに想像が膨

らむ結果ではないでしょうか。

ただ、この結果は、同じ森を追跡調査した結果ではありません。

上述のように、林齢の違う森を並べて考えた結果です。本当にこ

こで推察されたような過程を経て、“こどもの森”が“大人の

森”になるのかは、ゆっくり成長する同じ森をいくつも追跡して

はじめてわかることでしょう。フィールドセンターの研究サイト

や業務は、このような長期の継続した地道な調査研究を支えてい

ます。

「海域陸域統合管理学セミナー」

海域陸域統合管理学研究部門 向井 宏

海域陸域統合管理学研究部門では、全学共通科目として提供し

ている「森里海連環学」、「海域陸域統合管理学」、「森林学」、そ

して実習科目である「森里海連環学実習」、来年度から公共政策

大学院で提供する「環境政策評価論」など、海域と陸域の統合管

理に関連する科目をいくつかマネージメントしています。これに

加えて、より最新の研究に根差した学術的知見に関する意見交換

の場を設けるという意図をもって、昨年１１月から、「海域陸域統

合管理学セミナー」を毎月１回の頻度で開催しています。このセ

ミナーは、教員・研究員、院生・学部生を問わず、また文系・理

系を問わず、多様な人々が自発的に参加し、各自の学術研究の成

果を吟味し合い、自由闊達に意見交換して、「海域陸域統合管理

学」という新たな学問領域を開拓していくものであります。

まだ開始されて間もないセミナーではありますが、本年２月で

４回目の開催を数えます。最初の３回は、海域陸域統合管理学を

発展させていくにあたって中心となる当部門のメンバーが研究報

告をしました。第１回目は、杉本亮・教務補佐員による「内湾域

の富栄養化と物質循環～伊勢湾を例にして～」、第２回目は佐藤

真行・特任准教授による「環境の経済分析とプロジェクト評価」、

第３回目は筆者による「バナナとエビとジュゴン」と題する話題

が提供されました。毎回、話題提供に対する質疑応答の後に、海

域陸域統合管理に向けた議論が展開されます。提供される話題の

ベースは、生態学や経済学などバラエティに富んでいます。しか

しいずれも、取り組む観点や方法論が異なるものの問題意識には

共通の部分が見出されます。同じ問題を様々な角度から見られる

こと、これが分野を異にする研究者が同一問題を議論することの

もっとも有益な部分ではないでしょうか。とくに当部門は既存の

学術分野の境界を超えた取り組みを指向しています。その前提と

なる相互理解のためにも、このセミナーは一定の役割を果たして

いると評価できます。

今後は、発表者や参加者の輪を広げていって、ますます多様で、

しかし海域陸域統合管理学の発展という共通の目標をもった有志

の集う場として、本セミナーを開催していきます。少しでもご関

心のある方はぜひ一度、参加してみてください。

奥が“こどもの森”、手前にくるほど年をとって“大人の森”になっています。

教 育 ノ ー ト

発表の様子
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全学共通科目の実施
研究林実習Ⅳ「北海道東部の厳冬期の自然環境」 ２月２３日～３月１日

シンポジウム・公開講座等
清流古座川を取り戻す会・平成２０年度特別報告 １２月１７日
第１回京都大学・神戸大学共催市民公開講座 １月３１日＊
第８回古座川シンポジウム
「古座川プロジェクト中間報告：古座川と串本湾の水質」 ２月２６日
京都大学・厚岸町共催地域連携講座 ３月７日＊
第２回京都大学・神戸大学共催市民公開講座 ３月１４日＊
海域陸域統合管理学セミナー （毎月）

＊日本財団助成
各施設における取り組み
○北海道研究林
平成２０年度ジュニアリーダー養成講座「しべちゃアドベンチャースクール」
標茶町教育委員会（後援）１１月８～９日、１月３１日～２月１日
○和歌山研究林
森林学習会 1月１４日
有田川町立小川小学校

ウッズサイエンス １月２０日
和歌山県立有田中央高等学校清水分校と共催
○紀伊大島実験所
古座川合同調査（毎月）
○北白川試験地
第３回京都大学ホームカミングディ １１月８日
○上賀茂試験地
第３回エコの寺子屋 １１月８日
秋の自然観察会 １１月１５日
○瀬戸臨海実験所
白浜町中央公民館「海の生き物から学ぶ」講演会 １１月５日
白浜の自然観察会 １１月１５日
放送大学面接授業 １１月２９～３０日
きのくに県民カレッジ連携講座「水族館の磯採集体験・バックヤード体験学習」
１２月１３日・２月７日
日替わり解説ツアー １２月２５日～１月７日

― 冬の各施設及びその周辺の様子をご紹介 ―

＜活動の記録（２００８年１１月～２００９年３月）＞

フ ィ ー ル ド 散 歩

円月島春一番（瀬戸）

滝の飛沫が凍り、岩肌をつららが覆う（和歌山）

ほのかに香るカリンの実（徳山） ウメの木（北白川）

ラクウショウの気根群（上賀茂）長治谷小屋からの朝風景（芦生）
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